
（
謄
爲
版
菊
版
　
　
一
〇
頁
、
非
賞
晶
』
寺
尾
〕

　
　
⑭
薩
道
先
生
景
仰
録
　
文
學
博
士
　
新
村
出
著

　
今
は
亡
き
サ
ー
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ー
氏
に
捧
げ
ら
れ
た
追
想

で
あ
っ
て
、
吉
利
支
丹
研
究
史
阿
顧
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
。

著
者
の
得
意
ε
さ
る
書
誌
學
的
考
察
の
中
に
も
先
人
に
慨
す
る
敬

愛
の
惰
が
ひ
ら
め
い
て
情
趣
豊
か
な
も
の
ε
し
、
自
ら
人
を
引
き

い
れ
る
美
し
さ
を
持
つ
。
切
掛
支
丹
文
化
の
墨
入
へ
の
追
悼
に
こ

よ
な
き
捧
げ
物
ぐ
」
云
ひ
う
る
で
あ
ら
う
。
（
四
六
版
五
七
頁
、

・
五
〇
　
ぐ
う
り
あ
、
そ
さ
え
て
畿
行
）
〔
藤
〕

　
　
鞠
明
治
十
五
年
朝
鮮
事
墾
ご
花
房
公
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
武
田
勝
藏
著

　
此
著
書
は
明
治
十
五
年
朝
鮮
事
痩
に
遭
遇
せ
る
武
田
翼
翼
を
父

、
こ
し
た
る
著
者
が
花
房
家
よ
り
委
囑
せ
ら
れ
て
花
房
義
旗
公
使
十

三
画
忌
に
當
り
成
り
た
る
も
の
、
從
っ
て
花
房
家
の
壁
書
、
關
係

史
料
を
縦
呈
し
、
記
事
攣
遭
難
者
の
實
歴
談
を
聴
取
し
た
る
が
故

に
そ
の
燈
難
の
歌
況
、
交
渉
に
至
っ
て
も
、
詳
細
に
難
燃
に
論
蓮

せ
ら
れ
た
。
附
録
ミ
し
て
痩
難
者
の
中
田
敬
義
、
聖
水
三
郎
氏
等

の
空
薫
小
池
を
脱
ぐ
。

　
　
　
　
紹
　
　
　
介

　
蓋
し
、
明
治
年
間
の
諸
事
件
が
早
く
も
忘
れ
ら
れ
ん
ミ
す
る
階

明
治
外
交
史
上
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
朝
鮮
鼻
聾
に
介
こ
の
好

著
を
得
た
る
を
悦
ぶ
が
、
其
執
筆
の
艸
質
上
、
花
虻
公
使
を
中
心

噛
こ
な
し
、
廣
き
展
望
一
江
華
島
事
件
、
十
五
年
、
十
七
年
の
事
憂

の
關
係
推
移
、
朝
鮮
國
内
の
事
惰
等
を
望
み
得
ざ
る
は
止
む
を
得

ざ
る
所
か
（
四
六
版
岡
版
八
、
本
丈
一
〇
三
頁
、
非
費
品
）
（
寺
尾
）

　
　
囎
佐
藤
信
淵
に
關
す
る
基
礎
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朋
仁
五
郎
著

　
「
、
何
人
も
攣
革
を
期
待
し
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
憂
革
的
蓮
動
ミ
思

想
、
こ
が
極
致
の
弾
墜
の
も
ミ
に
一
時
的
に
屈
服
せ
し
め
ら
れ
て
居

る
い
ま
、
か
の
明
治
維
新
前
期
の
民
衆
の
意
圖
を
代
表
し
た
思
想

家
の
徹
底
的
な
理
論
－
こ
計
書
∵
こ
力
噌
こ
を
日
本
國
民
の
蘭
に
再
び
引

幽
し
て
來
て
見
せ
る
こ
・
こ
は
、
時
宜
に
適
し
て
居
る
」
ε
い
ふ
胃

頭
の
滞
陣
は
著
者
が
本
書
に
於
て
企
呈
し
た
ミ
こ
ろ
師
ち
そ
の
目

的
從
っ
て
又
方
法
を
残
る
噛
こ
こ
ろ
な
く
語
っ
て
居
る
。
第
一
章
傳

記
憶
叙
蓮
、
第
二
章
丈
獄
批
判
、
第
三
章
歴
史
的
理
解
、
そ
の
順

序
に
從
っ
て
少
し
く
内
容
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
先
づ
信
淵
の
生
涯

を
叙
し
て
一
三
そ
の
時
代
ミ
環
境
に
及
び
次
に
彼
が
数
多
き
署
蓮

　
　
　
　
　
　
第
ナ
五
巻
　
第
一
號
　
　
＝
ご
三
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紹
　
　
　
介

の
構
成
を
批
毒
し
て
所
謂
佐
藤
家
蝿
の
調
質
を
否
認
し
そ
は
要
す

る
に
蟻
蜂
の
観
念
的
製
作
に
過
ぎ
す
ε
い
ひ
又
彼
が
自
ら
翻
し
て

そ
の
猫
創
に
臨
つ
る
ざ
い
ふ
思
想
－
こ
理
論
も
多
く
は
他
に
そ
の
所

嫁
を
求
め
得
べ
く
こ
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
彼
は
畢
寛
輩
な
る
編
纂

者
に
す
ぎ
す
ざ
評
す
べ
き
も
こ
の
編
纂
は
そ
の
本
質
に
於
て
偉
大

な
る
綜
合
を
意
味
し
か
く
し
て
成
立
せ
る
纒
濟
學
膿
系
は
彼
猫
特

の
組
織
な
り
唱
こ
し
た
。
而
し
て
彼
の
思
想
湖
展
の
地
盤
ミ
な
れ
る

覚
知
は
同
時
代
に
於
い
て
餅
鰹
及
ひ
生
見
鼠
殺
に
顯
れ
た
國
民
経

濟
的
不
安
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
救
濟
に
封
ず
る
要
求
が
塗
に
彼

を
し
て
最
後
に
國
家
臣
本
主
義
的
理
論
を
終
結
せ
し
む
る
に
至
っ

た
ミ
す
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
さ
き
に
「
韓
紅
海
の
乱
髪
學
」
を
著

し
て
唯
物
史
槻
を
提
唱
し
「
現
代
歴
史
哲
學
の
基
礎
」
を
與
へ
た
ミ

得
す
る
暴
挙
新
進
の
學
徒
で
あ
り
本
書
は
正
に
か
の
理
論
に
封
ず

る
實
蛮
的
方
面
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
か
。
｝
讃
し
て
そ
の
態
度

の
鮮
明
を
感
ず
る
が
入
物
又
は
想
想
を
そ
の
時
代
ε
環
境
ε
の
中

に
見
る
方
法
は
我
々
が
過
去
に
於
て
も
な
ほ
こ
れ
を
見
た
ε
こ
ろ

で
は
な
か
ら
う
か
。
只
我
々
が
感
謝
す
る
は
近
來
経
．
濟
學
の
立
揚

よ
り
歴
史
を
見
る
者
が
往
々
に
し
て
あ
ま
り
に
概
念
的
な
歴
史
の

　
　
　
　
　
　
第
十
五
魯
　
第
扇
號
　
　
＝
↓
｝
四

理
解
を
試
み
る
に
険
し
著
者
が
愼
重
な
る
歴
史
家
の
態
度
に
於
て

問
題
を
取
扱
は
れ
た
灘
で
あ
る
。
さ
れ
ば
そ
の
歴
史
的
理
鰐
は
概

ね
安
當
で
は
あ
る
が
、
聯
か
冗
長
で
あ
る
。
（
菊
判
二
〇
九
頁
、

償
二
・
○
○
、
東
京
岩
液
書
店
嚢
行
）
〔
罷
後
〕

　
　
空
談
山
斗
肚
文
書
　
　
　
談
山
脚
趾
墨
書
奉
賛
會

　
一
三
峯
の
草
創
は
事
新
し
く
引
く
迄
も
な
く
、
祭
紳
大
織
冠
鎌

足
公
の
長
子
蘭
曲
和
爾
の
建
立
せ
る
妙
樂
寺
、
後
年
大
織
冠
の
黙

像
を
安
置
せ
る
聖
嬢
院
に
あ
る
。
爾
…
來
藤
原
氏
の
繁
雑
ミ
共
に
寺

勢
羨
し
、
廣
大
な
る
嶺
、
多
撒
の
焚
は
浄
、
の
糠
の
糞
瑚

ミ
相
承
っ
て
、
南
都
北
嶺
に
つ
ぎ
廷
臣
の
一
大
威
嚇
ミ
な
っ
た
。
、
（

其
勢
力
の
踊
る
・
所
幾
度
か
兵
火
の
厄
に
遭
ひ
な
が
ら
駿
し
き
刀

槍
ミ
共
に
爾
書
誌
五
百
通
の
文
書
を
藏
有
し
て
み
る
。

　
彼
の
由
緒
、
こ
勢
力
ε
を
有
せ
る
談
由
紳
肚
の
文
書
が
政
治
に
、

経．

Z
に
或
は
朝
廷
武
家
の
交
渉
に
深
き
零
墨
を
持
つ
事
は
想
像
に

難
く
な
い
。

　
前
宮
司
吉
井
任
地
氏
は
本
町
胤
に
奉
仕
し
て
よ
り
什
籔
を
整
理

し
、
如
此
資
料
を
早
し
く
秘
藏
す
る
を
惜
し
み
、
擬
に
春
臼
紳
魅

文
書
を
編
修
刊
行
し
て
學
界
に
大
な
る
貢
黙
せ
ら
れ
た
る
本
學
中


